
　　　　

2025 年 2 月 12 日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・月に１回のクッキング（昼食作り）　・季節の行事（夏祭り、クリスマス会等）　・水族館や工場見学等の施設訪問　・体を動かすレクレーション等

家族支援
連絡帳による日々のやり取りや必要に応じて面談・電話連絡等で連携し、家族の
方が安心して利用できるようにする。

移行支援
家族のご了承の下、移行先には子どもとの関わりについて具体的な様子や
関わり方を伝え、連携する。

地域支援・地域連携
相談支援事業所や障がい福祉サービス事業所と連携、特別支援学校や普通学校と
の情報共有を行う。

職員の質の向上
定期的に職員会議を行い、療育や活動についての評価、改善を行ってい
る。
職員の各種勉強会や研修への参加。

支　援　内　容

本人の状態等を連絡帳にて情報交換を行い、必要に応じて電話連絡や面談等で対応し、安定した生活が送れるようにする。
利用時はバイタルチェックの実施、手洗いや消毒等の衛生管理を徹底する。

特性に応じてグループ分けを行い、リズム遊び、散歩、季節の制作等に取り組む。
運動玩具（ボール、トランポリン、縄跳び等）を使用し、体を動かしながら基礎体力の向上を促していく。

本
人
支
援

絵カードや写真等を使用し、スケジュールや時間の視覚化ができるようにする。
知育玩具を利用し、遊び方や集団での利用の仕方（ルールや順番等）を学ぶ。また、発想力や想像力などの知能を伸ばしたり、楽しみながら様々な能力を身に付けるきっかけを提供する。

挨拶を基本とし、その場の状況に合わせた言葉遣いや人との相互作用によるコミュニケーション能力の向上を促していく。
個々の有する能力に合わせて読み・書きに対する学習支援を行う。

集団での活動を通して、ルールや順番、他者との関わり方や接し方を学び、関係性の構築や社会性を身に付けていく。

支援方針
児童の特性を理解し、児童や保護者の意向、様々な事情や背景を踏まえた個別支援計画を作成する。また、これに基づいたサービスの提供を行い、継続的に評価しながらより良いサービス
の提供が行えるようにする。
遊びながら学べる支援を大切にし、集団での協調性や社会性を養っていく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 感謝と敬意の心を大切に笑顔で挨拶ができる人材を育成し、社会に貢献する。

事業所名 社会福祉法人 青空福祉会 こすもすの広場 作成日支援プログラム


